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帯

　
　
本
屋
敷
中
島
ナ
オ
ノ
さ
ん

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
十
四
年
の
夏
出

征
兵
士
に
送
る
た
め
写
し
た
も
の
で
す
。

本
屋
敷
国
防
婦
人
会
で
も
、
他
の
集
落

と
同
様
に
、
電
気
料
の
徴
収
、
ボ
ヨ
運

び
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
販
売
、
縄
な
い
な

ど
で
得
た
お
金
で
慰
問
袋
を
出
征
兵
士

に
送
り
ま
し
た
。
戦
争
が
激
し
く
な
っ

て
か
ら
は
、
正
月
と
い
っ
て
も
配
給
さ

れ
た
ホ
ッ
ケ
や
サ
ン
マ
で
年
取
り
を
し

た
も
の
で
す
。
普
段
は
少
量
の
白
米
の

中
に
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど

を
入
れ
て
食
べ
た
も
の
で
す
。
こ
ん
な

中
で
も
本
屋
敷
で
は
、
ゼ
ン
マ
イ
を
売

っ
た
金
の
一
部
を
ゼ
ン
マ
イ
貯
金
と
し

て
た
め
て
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年

こ
ろ
善
光
寺
参
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
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■母親学級

　2月19日／妊娠中の保健／上村病院／12：45～13：00

●妊婦検診

　2月19日／上村病院／13：30～14：00

■産後検診S62．9．1～62．12．31の間に出産した母子

　3月4日／保健センター／13：00～14：00

6献　　血／3月22日／保健センター前／10：00～15：00
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献
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■

2月12日／9：30～14：00／朴木沢／集落開発センター

2月16日／9：30～14：00／朴木沢新田／朴木沢新田区長宅

2月17日／9：30～14：00／市之越／市之越集会場

2月18日／9：30～14：00／荒屋／荒屋公民館

2月23日／9：30～14：00／如来寺／如来寺公民館

2月24日／9：30～14：00／小原／小原公民館

2月25日／9：30～14：00／田中／田中公民館

3月1日／9：30～14：00／東田沢／東田沢構造改善センター

3月3日／9：30～14：00／桔梗原／桔梗原区長宅

3月8日／9：30～14：00／豊里／豊里区長宅

3月9日／9：30～14：00／山崎／山崎集会場

3月15日／9：30～14：00／通り山／通り山公民館

　　　　　　　　φ．闘勒》づゆ●一㍉　　　　壷

　　　　　　　！4移擁表菱
　　2月11～3月10日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壷

　　　　建国記念の日　　　　　　　　　癌
　　⑪㈲休日鵬医（古藤医鎚65－3・・1）　　　　患

★　　　．．　　　　　　　　　壷
古12團繍鷲議葬人福祉センター13：00～16：00糞

豪13仕）欝技スキー教室（当間ス…総合センター出発叢

を　　　　　　　　　　　　　　患
響⑭（日）諜晋繍灘論11i即）　叢

と錫人講座（P8参照）　　坐き16（火）ピデオ購習会第2回目（総合センター19：・・～21：・・）壷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患は　　村内小学校儲スキー大会（田沢・j・グラウンド）　壷

連18休）　　　　　　　　　　患
絡鰍報、妊撒診（右参照）肺韓校新人クロスカ夢
し19㈹ントリースキー大会（市之稗）心配ごと相談日（老人福　彬

て祉センター13：00～16：00相談員藤田義一）　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」舟2・ω識騰　委貝会8：30～12：00）　～

さ　　　　　　ピデオ購習会第3回目（総合センター9：00～12：00）　　ラ僻

い⑳（日）休日棚医（山・医髄52－2174）　　　　条

◎　　　　　　　　　　　　　　　　条
民22（月）灘覆繍言男レ・参照）　　巽
具へ趣保育所入所糊会（貝野地区／貝野多目的研修施条
を23（灼設／10：30～11：30）（倉俣地区／倉俣生活改善センター／条

集14：00～15：00）村県民税納税相伽（P6参照）条

ぞ24礪窒器欝器地区／清津峡生活改糠

い　　　中皇柵祖育会、蝿人会、農鵬人飴同研修会（P9参照）条

ま2幡繍躍総騰論：器繍脇濫藷斐
す休日救急医（庭野医院魯52－2711）　条

・⑳（日）　　　　　　蒙
公スボーツリ＿外研修会（P8参照）　条
民％（幻村県民税納税撒日（P6参照）　　　　条

館　　　　　　　　　　　　　　条
　　2㈱青年の集い（P8参照）　　案

（　　　　　　産後検診（右参照）村県民税納税相談日（P6参照）　　　条
智　　4（金）　心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00　　　　ラ費

六相談員江口行男）　　条〒5㈹欝技スキ　当間スキ　合センター出膝

一　　　　　　村民アルペンスキー大会（当問スキー一場　総合センター　弓ド

西⑥（日）翻窪（上村　863－2111）　巽

杢7（月）鼎欝昌1旱雛所1・…一15…）巽

）　　※変更す硯合があります．御用の際は担当課で確蹴．条

⑪㈲
建国記念の日

休日救急医（古藤医院魯65－3001）

12團
心配ごと相読日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　樋口永蔵）

13仕）
村民競技スキー教室（当間スキー場　総合センター出発
13＝30）

⑭（日）
献血（十日町市役所前10；00～15：00）

休日救急医（津南病院魯65－3161）

16（効
錫人講座（P8参照）
ピデオ購習会第2回目（総合センター19：00～21：00）

18㈲
村内小学校観警スキー大会（田沢小グラウンド）

19㈹
母競学級、妊婦検診（右参照）郡市中学校新人クロスカ
ントリースキー大会（市之稗）心配ごと相談日（老人福
祉センター13：00～16：00　相談員藤田義一）

20（土）
農家相談日（役場農業委貝会8：30～12：00）
飲酒遺転追放の日

⑳（日）
ピデオ購習会第3回目（総合センター9：00～12：00）
休日救急医（山口医院魯52－2174）

22（月）
高齢者講座（P8参照）
村県民税納税相談日（P6参照）

23（灼
へき地保育所入所説明会（貝野地区／貝野多目的研修施
設／10：30～11：30）（倉俣地区／倉俣生活改善センター／

14：00～15：00）村県民税納税相談日（P6参照）

24㈱
へき地保資所入所説明会（清津峡地区／清津峡生活改善
センター／10：30～11：30）

村県民税納税相談日（P6参照）

26働
中皇村母子愛育会、蝿人会、農協婦人都合同研修会（P9参照）

ピデオ纏習会第4回目（総合センター19：00～21：00）心配ごと・

行政相鼓日（老人福祉センター13：00～16：00相談員藤田義一、山田正平）

⑳（日）
休日救急医（庭野医院魯52－2711）

％（幻
スボーツリーダー研修会（P8参照）
村県民税納税相談日（P6参照）

2㈱
青年の集い（P8参照）

4働
産後検診（右参照）村県民税納税相談日（P6参照）
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　江口行男）

5㈹
村民競技スキー教室（当間スキー場　総合センター出発
13：30）

⑥（日）
村民アルペンスキー大会（当問スキー一場　総合センター
出発8：00）

休日救急医（上村病院863－2111）

7（月）
村県民税納税相談日（P6参照）
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

　
た
く
ま
し
い
赤
鬼
、
青
鬼
出

現
。
必
死
に
「
鬼
は
外
」
と
豆

を
ぷ
つ
け
る
園
児
た
ち
。
遊
戯

室
の
中
は
騒
然
。
か
わ
い
ら
し

い
園
児
た
ち
の
集
中
攻
撃
に
さ

す
が
の
鬼
も
雪
の
中
へ
逃
げ
出

し
、
無
事
豆
ま
き
が
終
り
ま
し

た
。　

　
編
集
後
記

　
広
報
を
担
当
し
た
昭
和
五
十

六
年
四
月
の
住
民
基
本
台
帳
に

よ
る
人
口
は
七
千
百
五
十
三
人
。

あ
れ
か
ら
約
七
年
、
村
の
人
口

は
、
六
千
八
百
二
十
一
人
と
三

百
三
十
二
人
減
少
し
ま
し
た
。
日

本
経
済
新
聞
社
σ
推
計
人
口
に

よ
れ
ば
、
昭
和
八
十
年
の
中
里

村
の
人
口
は
、
五
千
四
百
十
六

人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
村
づ
く
り
」
は
、
や
る
気

起
し
で
す
。
二
月
五
日
に
「
村

づ
く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
　
一
人
で
も

多
く
の
人
が
参
加
し
地
域
の
活

性
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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外皿度　IV度　　V度

　　　進行ガン

1度　II度

　
早期ガン

粘膜
粘膜下層

筋肉層

膜漿

⑤胃
が
ん
の
五
年
生
存
率

度
　
　
度
　
　
度
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皿
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度
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V
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85％ 15％
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8
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生
存

□
死
亡

（がん研調査）

が
ん
a
道
参
等
§
発
か

恐しい胃がん

カ

成
人
病
』

　
脳
卒
中
、

病
、
肝
臓
病
、

す
。

で
は
、

　
　
　
　
は
、

ベ
ス
ト
3
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
◎

　
　
　
　
　
ぐ
『
噸
』
コ
「
『

　
　
　
　
日
本
人
の
死
亡
原

　
　
　
心
臓
病
を
は
じ
め
、

　
　
　
　
糖
尿
病
な
ど
の
総

成
人
病
は
か
つ
て
老
人
病
と

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し

　
老
人
だ
け
で
な
く
三
十
代

い
ろ
な
二
と
が
積
み
重
な
っ
て
、

の
で
す
。

か
ら
、

原
因
の
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

は
、 と

っ
て
か
ら
障
害
と
し
て
現
わ
れ
る
も

　
　
　
　
そ
の
中
で
も
、
七
～
八
年
前

　
　
　
脳
卒
中
を
抜
い
て
が
ん
が
死
亡

　
　
成
人
病
の
中
で
も
特
に
が
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
特
集
に
し
ま
し
た
。

年
を

今
回

濃

リ
マ

噸

条力21防予

多
く
は
、

病
す
る
人
も
出
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
成
人

若
い
こ
ろ
か
ら
の
い
ろ

さ
い
。

他
人
事
と
い
わ
ず
に
目
を
通
し
て
く
だ

W

　
　
　
｛
巽
ξ
盆
、
∈
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澱
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．
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ト
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、
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聖
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f
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懸
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ご
懸
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雛

遠
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．
薫
、
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、
ζ
、
無
一
縷
心

猴
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多

、
譜

「
馨
濯
…
　
沢
｝
轄

、
撚
鑑
も
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華
餐
』
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毒
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漂
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瀞
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灘
、
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響

曝
鑓
耀
懸
鷺
騨
鐵

繁
ず
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・
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性
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1日

．
　
物

　
動

し晩

日1

1

　
村
で
は
昭
和
四
十
四
年
に
脳

卒
中
特
別
対
策
地
区
に
指
定
さ

れ
て
以
来
、
食
生
活
改
善
、

各
　
　
は
、 人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

の
内
の
十
七
人
（
二
三
・
六
％
）

　
　
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
て
い そ

が
ん
の
中
で
も

胃
が
ん
ト
ッ
プ

過
去
五
年
間
で
が
ん

流

昇

種
検
診
の
充
実
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
脳
卒

ま
す
。

　
　
　
過
去
三
年
間
に
亡
く
な

ら
れ
た
人
の
死
亡
原
因
を
見
て

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
は

｝

『
診

工器

中
は
年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、

は
が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
増
え
、

村
内
で

　
　
　
　
　
十
二
人
、

み
ま
す
と
、
が
ん
が
六
十
人
、

動
脈
硬
化
症
及
ぴ
心
臓
疾
患
三

　
　
　
　
中
枢
神
経
系
血
管
損

し
て
い
ま
す
。

何
と
八
十
九
人
に
も
達

も
分
か
り
ま
す
よ
う
に

そ
の
中
で
も
胃
が
ん
が

左
表
で

昭
和
五
十
五
年
か
ら
が
ん
が
死

亡
原
因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い

す
。 傷

二
十
三
人
と
つ
づ
い
て
い
ま

　
　
い
か
に
が
ん
で
亡
く
な
る

一
番
多
く
二
十
三
人
、

鯉
．
難
、
蘂

、
n
慧
曇
灘
灘
繋
鄭

、
鷹
響
．
輪
灘
．
．
舞

　
　
誌
き
“
　
　
，
ド
麟

四

ま
す
。
昨
年
村
で
は
、

七
十
二

人
が
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

が
十
六
人
、

次
い
で
食
道
・
腸
が
ん

　
　
　
　
　
肺
が
ん
が

、
裳
磯
薫
ツ
徽
繋
餐
、
、
、
、
藤
聾
簾
潔
饗

十
二
人
、
肝
臓
・
胆
の
う
が
ん

が
十
二
人
と
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

　
胃
が
ん
は
特
に
日
本
人
に
多

　
　
　
　
ヂ

い
が
ん
で
す
。
そ
の
中
で
も
新

潟
県
は
、
全
国
の
中
で
も
一
位

二
位
を
争
う
胃
が
ん
の
多
い
所

で
す
。
一
般
的
に
胃
が
ん
は
塩

分
と
関
係
あ
る
と
い
わ
れ
食
塩

摂
取
量
の
多
い
国
や
県
で
は
、

脳
出
血
、
胃
が
ん
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
カ
ん
は

　
　
　
　
治
る

　
不
治
の
病
と
い
わ
れ
て
い
る

胃
が
ん
も
、
治
る
が
ん
（
早
期

が
ん
）
と
手
遅
れ
の
が
ん
（
進

行
が
ん
）
と
が
あ
り
ま
す
。
図

1
で
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、

が
ん
が
粘
膜
層
あ
る
い
は
粘
膜

　
村
で
は
昭
和
四
十
四
年
に
脳

卒
中
特
別
対
策
地
区
に
指
定
さ

れ
て
以
来
、
食
生
活
改
善
、
各

種
検
診
の
充
実
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
脳
卒

中
は
年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
村
内
で

は
が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
増
え
、

昭
和
五
十
五
年
か
ら
が
ん
が
死

亡
原
因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
村
で
は
、
七
十
二

下
層
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

状
態
を
「
早
期
が
ん
」
と
い
い

ほ
と
ん
ど
治
る
段
階
で
す
。
し

か
し
、
胃
壁
の
筋
肉
層
ま
で
達

し
ま
す
と
、
図
2
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
六
五
％
の
生
存
率
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
が
ん
が
胃

壁
の
筋
肉
層
を
通
過
す
る
の
に

一
年
か
か
ら
な
い
と
い
い
ま
す

か
ら
、
胃
が
ん
の
早
期
発
見
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
の
周
り
で
も
「
ま
さ

か
」
と
思
わ
れ
る
人
が
胃
が
ん

に
な
り
、
一
～
二
年
で
亡
く
な

る
と
い
う
悲
劇
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
は
、
胃
の
集
団
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た

め
村
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
か

ら
胃
集
団
検
診
を
実
施
し
、
早

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
内
の
十
七
人
（
二
三
・
六
％
）

は
、
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
過
去
三
年
間
に
亡
く
な

ら
れ
た
人
の
死
亡
原
因
を
見
て

み
ま
す
と
、
が
ん
が
六
十
人
、

動
脈
硬
化
症
及
ぴ
心
臓
疾
患
三

十
二
人
、
中
枢
神
経
系
血
管
損

傷
二
十
三
人
と
つ
づ
い
て
い
ま

す
。
い
か
に
が
ん
で
亡
く
な
る

人
が
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

期
が
ん
の
発
見
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年
度
か

ら
の
十
年
間
に
延
四
千
二
十
六

人
が
受
診
し
、
そ
の
中
で
七
名

に
胃
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
七
名
は
、
い
ず
れ
も
早
期

が
ん
で
、
手
術
を
し
現
在
も
元

気
で
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
胃

炎
七
十
二
、
胃
か
い
よ
う
四
十

九
を
は
じ
め
二
百
五
十
七
の
胃

の
病
気
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
胃
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん
ば

か
り
で
な
く
、
胃
の
他
の
病
気

の
発
見
に
も
役
立
ち
ま
す
。
一

年
に
一
回
は
必
ず
受
け
た
い
も

の
で
す
。

が
ん
の
中
で
も

胃
が
ん
ト
ッ
プ

　
過
去
五
年
間
で
が
ん

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
は

何
と
八
十
九
人
に
も
達

し
て
い
ま
す
。
左
表
で

も
分
か
り
ま
す
よ
う
に

そ
の
中
で
も
胃
が
ん
が

一
番
多
く
二
十
三
人
、

次
い
で
食
道
・
腸
が
ん

が
十
六
人
、
肺
が
ん
が

の
ー

2

　「自分の体は自分が一番よく分かるJといい

ますが、がんの場合は初期の段階ではほとんど

自覚症状がありません。胃がんについていいま

すと、胃は容量の大きい臓器ですから、胃袋の

中にできた小さな異物位ですと症状が現われま

せん。自覚症状がでたときは相当進んでいる場

合が多いですから、自分の健康を過信しないで、

村が実施するがん検診を受けることが大切です。

　生来丈夫な人は、ガマン強いのでしょうか、

ごく具合が悪くならないと病院に釆ない傾向が

あります。他人に「最近やせたね」などと指摘

されるようになりますともう手遅れのことが多

いのです。新潟県に多い胃がんは胃が丈夫とか

弱いといったことは関係ありません。とにかく

40歳を過ぎたらこまめに検診を受けることです。

　がんの恐しいのは、がん細胞が他の臓器に転

移することです。早期がんであればその部分を

切りとってしまえばほとんど心配ありませんが、

進行がんになりますと他に転移しているケース

が多いです。

　最近では大腸がんも多いですから、胃がんと

同じように一年に一度くらい病院で検査を受け

るようにしましょう。

40歳を過ぎたら検診を

上村病院副院長

　上村晃一先生（田中

　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
が
ん

　
が
ん
の
特
徴
は
、
そ
の
初
期

で
は
特
定
の
症
状
を
現
わ
さ
な

い
こ
と
で
す
。
胃
集
団
検
診
で

「
早
期
が
ん
」
が
発
見
さ
れ
た

A
さ
ん
は
「
胃
だ
け
は
丈
夫
だ

と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
驚
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
初
期
の
胃
が
ん
の
場

合
は
、
少
し
も
症
状
が
現
わ
れ

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
症
状
が
出

て
病
院
に
行
っ
た
と
き
は
手
遅

れ
と
い
う
状
態
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
胃
集
団
検
診
で
発
見
さ
れ
た

胃
が
ん
の
内
、
早
期
が
ん
が
約

半
数
を
占
め
る
の
に
対
し
、
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
外
来
で
は

一
七
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
か
に
胃
の
集
団
検
診
の
受
診

が
、
早
期
が
ん
の
発
見
に
つ
な

が
り
、
が
ん
征
圧
に
役
立
つ
か

が
分
か
り
ま
す
。！慶響響・，

へ　　　／，・
　乳がんの自己チェック法

　　　　　　　　轟轟蝋麟麟犠驚灘捗難

★女の人で不正出血があったり　i　くなった。

　する。　　　　　　　　　　i★カラセキがなかなかとまらず、

★物を飲みこむときつかえたり、1　ときにはタンに血が混じる。

　物が食道を通る通過感がある。i★原因もなくだんだんやせたり

★便に血が混ったり、大便が細　i　顔色が悪くなった。
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塗ミ
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がんど蹉

　
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で

は
、
増
大
す
る
医
療
費
に
頭
を

か
か
え
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十

一
年
度
に
国
保
会
計
か
ら
医
療

機
関
に
支
払
わ
れ
た
医
療
費
は

四
億
四
千
四
百
五
十
万
円
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　
国
県
か
ら
の
お
金
が
数
％
し

か
伸
ぴ
な
い
現
状
の
中
で
は
、

医
療
費
の
増
加
が
、
保
険
税
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
医
療
費
の
増
加
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
、
成
人
病
患
者

の
増
加
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
早
期
が
ん
で
手

術
を
受
け
た
B
さ
ん
と
、
末
期

が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
C
さ
ん

の
医
療
費
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。
単
純
に
比
較
し
ま
す
と
、

B
さ
ん
に
要
し
た
費
用
は
、
約

三
百
万
円
、
　
一
方
亡
く
な
っ
た

C
さ
ん
に
要
し
た
費
用
は
、
約

六
百
五
十
万
円
と
倍
以
上
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
を
見
た
だ
け
で

も
い
か
に
病
気
の
早
期
発
見
が

本
人
の
た
め
に
な
り
、
し
か
も

　わたしは《昨年7月下旬に国保で実施してい

る一目人間ドックに行き、胃に早期がんが発見

されました。わたしは、胃に自僖をもっていた

だけにショックでした。幸い早期がんでしたの

で手術後3週間入院し、現在は月1回診察を受

けています。人間ドックを申し込んだのも主人

のつき会い程度に考えていましたので、本当に

早く発晃できてよかったと思っています。

　今回の経験で検診の大切さを痛感しました。

今年からは、家の従業員にも仕事が忙しくても

受けさせたいと思っています。今では体力もつ

きほとんど元に戻りました。病気をレてはじめ
で健康のありがたさを感じました。聖

医
療
費
の
節
約
に
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

診
率

　
　
　
’
　
　
　
∴
　
「
～

早期発見で良かった

富井治子さん（市之越

　
村
で
は
、
四
十
歳
以
上
を
対

象
に
胃
の
集
団
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
受
診
対

象
者
三
千
五
百
六
十
八
人
の
内

実
際
に
検
診
を
受
け
た
人
は
、

六
百
十
七
人
と
少
な
く
、
受
診

率
は
一
六
・
五
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
検
診
を
受
け
な
い
人
の

中
に
は
、
　
「
昨
年
受
診
し
異
常

が
な
か
っ
た
か
ら
」
　
「
仕
事
が

忙
し
く
て
」
　
「
胃
に
自
信
が
あ

る
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
し

か
し
、
胃
袋
は
第
一
の
消
化
器

管
と
し
て
休
み
な
く
働
き
続
け

て
い
ま
す
。
一
日
一
日
の
変
化

は
目
に
見
え
な
く
て
も
長
い
間

に
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
車

胃がん検診受診率

に
定
期
検
査
が
あ
る
よ
う
に
、

胃
袋
に
も
定
期
検
査
を
実
行
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
車
は
ダ

メ
に
な
れ
ば
買
い
換
え
ら
れ
ま

す
が
、
胃
袋
は
そ
う
い
う
訳
に

行
き
ま
せ
ん
。

　
二
市
三
郡
魚
沼
胃
集
団
検
診

協
議
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
四

十
代
か
ら
胃
が
ん
の
発
病
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
国

的
に
見
ま
す
と
、
胃
が
ん
に
よ

る
死
亡
率
は
、
六
十
歳
代
が
半

減
し
て
い
る
の
に
対
し
、
四
十

歳
代
は
、
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
六
十
歳
代

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
徐

々
に
浸
透
し
て
き
た
結
果
で
す
。

し
か
し
、
若
い
人
た
ち
は
、
健

康
を
過
信
し
、
気
ず
い
た
と
き

は
、
手
遅
れ
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
い
か
ら
で
す
。

　
若
い
人
ほ
ど
が
ん
の
進
み
方

　　　　　　　　　　　　　　65。2％
　　　　　　　　　　　　　　、／守門村

　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　ノノ

　　　　　　／

　　　　　6ρ♂

！／　　．灘瀬村

！　　／　　　　　　　　　　　　　　25．3％
　　　　　　　　　ノ　　　　！津南町

　　＿．＿／　　　！
一9　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　16．5％

　　　　　　　　　　　　ず一．一一一一．一一働．．簡／中里村

S62S61S60S59S58

が
早
い
の
で
す
。
四
十
歳
を
過

ぎ
た
ら
、
あ
な
た
も
進
ん
で
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

賜
　
賜

30％

20％

10％

防
策

　
が
ん
の
原
因
の
八
○
～
九
〇

％
は
、
食
生
活
な
ど
の
環
境
に

よ
る
も
の
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
生
活
と
タ
バ
コ
を
控

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
〇
％

以
上
の
が
ん
が
防
げ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
だ
れ
も
が

が
ん
に
な
る
要
素
を
も
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

で
発
病
す
る
か
ど
う
か
は
、
わ

た
し
た
ち
の
身
体
を
病
気
か
ら

守
る
「
免
疫
」
の
働
き
に
よ
り

ま
す
。
　
一
つ
の
細
胞
が
が
ん
に

侵
さ
れ
て
も
、
免
疫
が
こ
れ
を

攻
撃
し
や
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

風
邪
を
ひ
い
た
、
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る
と
き
な
ど
は
、

免
疫
の
働
き
が
分
散
さ
れ
弱
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
が
ん
か
ら
体
を
守
る
た
め
に

は
、
タ
バ
コ
、
酒
を
控
え
目
に

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
を
す
る
こ
と
で
す
。
当
村
で

一
番
多
い
胃
が
ん
は
、
塩
分
の

摂
取
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り

ま
す
。
ご
家
庭
で
今
一
度
食
生

活
の
あ
り
方
を
話
し
て
み
ま
し

よ
・
つ
。

た

　
昨
年
九
月
三
十
日
、
中
里
村

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
大
き
な
事
業
と
し

て
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
立
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
務
局
で
は
、
民
生
委
員
の
福

祉
部
会
の
協
力
を
得
て
五
月
中

旬
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
村
内
の
十
四
グ
ル

ー
プ
、
八
十
人
の
人
た
ち
か
ら

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
立
の
た
め
一
月

十
九
日
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
を
集
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議

を
開
き
ま
し
た
。

　
会
議
の
中
で
は
、
参
加
し
た

十
八
人
の
代
表
者
か
ら
、
自
己

紹
介
を
兼
ね
た
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
「
少
し
で
も
役
に
立
ち
た

い
」
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
自
分
も
勉
強
し
た
い
」

「
無
理
せ
ず
長
続
き
を
」
と
い

っ
た
熱
い
胸
の
内
を
発
表
し
合

い
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
立
の
た
め
の
具
体
的

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
そ
の
結

果
、
左
表
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

中
里
村
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
友
の
会
で
は
、
当
面
左
表

の
七
つ
の
活
動
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
の
会

長
に
は
、
山
本
ケ
ン
さ
ん
（
桂
）
、

副
会
長
に
は
、
村
山
春
子
さ
ん

（
宮
中
）
、
鈴
木
ヨ
ミ
イ
さ
ん

あなたのやさしさをボランティア活動に

、

施
設
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

朗
　
　
読
　
　
奉
　
　
仕

、
タ

の
・

。
会
員
委
営
運

花
い
っ
ぱ
い
運
動

一ンセアイテンラポ

会友アイテ
村
ン

里
ラ

中
ボ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動

ね
た
き
り
老
人
介
護

愛
の
ハ
ガ
キ
活
動

手
　
　
話
　
　
活
　
　
動

　
（
重
地
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
会
員
に
い
ず
れ
か

の
活
動
グ
ル
ー
プ
に
加
入
い
た

だ
い
て
本
格
的
な
活
動
を
展
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
会
長
の
山
本
さ
ん
は
「
あ
ま

り
無
理
を
し
ま
す
と
長
続
き
し

ま
せ
ん
の
で
。
細
く
長
く
と
い

っ
た
精
神
で
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
七
つ
の
活
動
の
中
に
は
、
高

校
生
や
若
い
人
た
ち
の
協
力
で

き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で

大
い
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
，
　
悟

蛎
　
　
　
（
故
高
島
　
巌
）
悟

．
持
て
る
も
の
が
　
持
た
な
い
N

N
　
者
に
で
は
な
い
　
　
　
　
◆

N
し
あ
わ
せ
な
も
の
が
　
ふ
し
・

・
　
あ
わ
せ
な
者
に
で
は
な
い

◆
持
て
る
も
の
も
　
持
た
な
い
、

。
　
者
も
同
じ
人
間
と
し
て
　
燐

舗
と
も
に
考
え
　
と
も
に
学
び
・

・
と
も
に
生
き
る
こ
と
な
の
だ
、

。
　
東
京
都
同
胞
援
護
会
　
　
　
　
。

N
　
　
　
　
　
元
双
葉
園
園
長
．

　
　
「
道
ば
た
に
花
を
」
　
「
家
で

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
」
…

と
思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
に

入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
先
　
中
里
村
ボ
ラ
Z
テ

　
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
雪
六
三
－
二
五
二
〇
）
ま
で

限
り
な
．
蟄
感
謝
を
榛
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
平
．
田
シ
ズ
さ
ん
（
旧
姓
・
矢
久
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
高
道
山
小
教
師

　
昭
和
十
四
年
一
月
八
日
の
夜

高
道
山
の
原
っ
ぱ
で
吹
雪
の
中

に
凍
え
死
し
そ
う
な
わ
た
し
は

十
二
人
の
人
た
ち
の
救
助
を
受

け
て
生
命
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　
高
道
山
小
学
校
第
三
学
期
の

始
業
式
が
明
日
と
い
う
日
、
帰

省
先
の
松
本
か
ら
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
豪
雪
の
影
響
で
列
車
の

運
行
が
乱
れ
、
十
日
町
駅
に
着

い
た
の
が
午
後
四
時
過
ぎ
で
し

た
。
十
日
町
駅
か
ら
田
沢
ま
で

は
、
人
々
の
往
来
も
多
く
さ
み

し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山

崎
に
着
き
白
羽
毛
を
目
指
し
て

歩
き
出
し
ま
し
た
が
、
高
道
山

集
落
の
手
前
ま
で
き
ま
す
と
、

道
も
吹
雪
で
分
か
ら
な
く
な
り
、

高
道
山
の
鎮
守
様
の
燈
火
を
目

あ
て
に
一
足
一
足
腰
ま
で
う
ず

ま
り
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
ス

カ
ー
ト
に
短
靴
の
女
の
夜
道
、

今
思
え
ば
す
べ
て
無
茶
で
し
た
。

宿
の
人
も
十
日
町
駅
ま
で
二
度

も
迎
え
に
出
て
く
だ
さ
っ
た
と

の
事
で
、
多
く
の
人
た
ち
に
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
凍
え
動
か
な
く
な
っ
た
足
を

折
り
曲
げ
、
雪
の
中
に
座
り
込

み
、
大
声
を
上
げ
必
死
で
救
助

を
求
め
ま
し
た
。
幸
な
こ
と
に

お
ん
た
け
こ
う

御
嶽
講
で
お
集
り
の
人
た
ち
が

声
を
聞
き
つ
け
助
け
に
き
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
遠
く
に
灯
が

見
え
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
、

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

凍
ご
え
て
立
て
な
い
わ
た
し
を
、

背
お
っ
て
く
だ
さ
り
、
集
っ
た

人
た
ち
が
、
い
ろ
り
で
ワ
ラ
を

燃
や
し
て
は
手
を
温
め
、
わ
た

し
の
皮
膚
を
さ
す
り
温
め
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
教
え
子
二
人

が
夜
通
し
看
病
し
て
く
れ
ま
し

た
。　

こ
の
一
月
十
六
日
、
十
二
人

の
大
恩
人
の
ご
霊
前
を
お
参
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
白
羽
毛
の
樋
口
新
吉
さ
ん

役
場
の
小
柳
さ
ん
の
お
陰
で
す

五
十
年
ぷ
り
の
中
里
村
は
、
大

き
く
変
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人

々
の
心
の
温
か
さ
は
昔
の
ま
》
ま

で
し
た
。

平田先生を囲んで

昭和63年2月10日広報かかマと5
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申
告
で

正
し
い
納
税
を
ρ
・

　
税
金
は
大
き
く
分
け
る
と
国

税
と
地
方
税
の
二
つ
に
な
り
ま

す
。
地
方
税
は
、
都
道
府
県
税

と
市
町
村
税
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
所
得
税
と
村
県
民
税
は
、
税

金
の
納
期
が
違
い
ま
す
。
所
得

税
の
場
合
は
、
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

間
に
得
た
所
得
に
対
す
る
税
金

を
原
則
と
し
て
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
納
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
給
与
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
翌
年
の
三

月
十
五
日
ま
で
に
確
定
申
告
を

行
い
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
税

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
村
・
県
民
税
の
場
合
は
、
一

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
得
た
所
得
を
翌
年
の
三

月
十
五
日
ま
で
に
申
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
役
場
で
は
、
そ

の
申
告
に
基
づ
き
六
月
か
ら
村

県
民
税
の
賦
課
徴
収
を
行
い
ま

す
。

閣
月
一
日
現
在
の

　
　
　
　
所
在
市
町
村
に

　
村
・
県
民
税
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
所
は
、
原
則
と
し
て
一

月
一
日
現
在
住
民
票
を
置
い
て

あ
る
市
町
村
で
す
。

　
給
与
所
得
・
農
業
所
得
・
営

業
所
得
・
地
代
・
家
賃
・
配
当

原
稿
料
等
の
あ
る
人
は
、
必
ず

甲
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
申
告
書
は
後
日
村
政
事
務

嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布
い
た
し

ま
す
。

税
金
の
か
か
ら
な
い
人

①
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

　
人
。

②
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り

　
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
。

③
障
害
者
・
未
成
年
者
（
二
＋

　
歳
未
満
）
、
老
年
者
（
六
十

　
五
歳
以
上
の
人
）
、
寡
婦
で

　
前
年
中
の
所
得
金
額
が
百
万

　
円
以
下
の
人
。

会
社
で
天
引
き
の
特
別
徴
収

　
給
与
所
得
者
は
、
自
分
が
申

告
す
る
代
り
に
、
会
社
な
ど
の

勤
務
先
が
給
与
支
払
い
報
告
書

を
給
与
所
得
者
の
一
月
一
日
現

在
の
住
所
地
の
市
町
村
長
に
提

出
い
た
し
ま
す
。
市
町
村
で
は

こ
れ
を
基
に
住
民
税
を
計
算
し

会
社
な
ど
や
給
与
所
得
者
に
五

月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。
こ

おいで相

の
通
知
を
受
け
た
会
社
な
ど
は
、

そ
の
年
の
六
月
か
ら
翌
年
の
五

月
ま
で
の
毎
月
、
給
与
か
ら
差

し
引
い
て
納
付
し
ま
す
。

　
会
社
を
退
め
ら
れ
た
場
合
は
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
の
で
、

六
月
、
八
月
、
十
月
、
一
月
の
四

半
期
に
納
付
書
が
村
政
事
務
嘱

託
員
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す
。

扶
養
者
に
該
当
す
る
人

e
給
与
所
得
（
厚
生
年
金
・
国

民
年
金
・
共
済
年
金
・
恩
給
・

ア
ル
バ
イ
ト
）
が
三
十
三
万
以

下
の
人
。

　
な
お
、
大
正
十
一
年
一
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
公

的
年
金
の
収
入
金
か
ら
七
十
八

万
円
を
控
除
し
た
残
り
が
九
十

万
以
下
の
場
合
。

口
事
業
所
得
（
出
機
・
内
職
等

を
含
む
）
が
三
十
三
万
円
以
下

の
場
合
。
巌
収
入
金
額
か
ら
事

業
に
必
要
な
経
費
を
差
し
引
い

た
も
の
。

日
利
子
所
得
・
配
当
所
得
・
不

動
産
所
得
等
は
、
必
要
経
費
を

差
し
引
い
た
額
が
十
万
円
以
下

の
場
合
。

一
一
月
中
旬
配
布

　
　
村
・
県
民
税
の
申
告
用
紙

　
役
場
で
は
、
所
得
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
人
に
対
し
て
、
村
・

県
民
税
の
申
吉
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

　
農
業
所
得
だ
け
の
人
は
、
十

一
月
に
農
業
所
得
分
を
申
告
し

て
い
た
だ
い
て
あ
ゆ
ま
す
の
で

生
命
保
険
料
控
除
や
社
会
保
険

料
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
欄

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
給
与
所
得
だ
け
の
人
で

も
、
家
族
欄
の
記
入
を
行
い
源

泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
終
い
。

　
な
お
、
所
得
が
あ
る
の
に
申

告
書
が
届
か
な
か
っ
た
人
が
い

ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
魯
山
ハ
一
二
ー
一
二
．
一
　
一
　
一
㊥
…
…
…
）

6

降
る
も
の
が
降
ら
な
い
と
「
商

売
が
あ
が
っ
た
り
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
す
。

　
村
で
は
、
雪
対
策
条
例
の
制

定
や
克
雪
、
利
雪
の
た
め
の
各

種
事
業
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
四
月

号
で
お
知
ら
せ
で
き
る
見
込
み

で
す
。人

と
人
の
和
が

　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス
に

　
「
屋
根
の
雪
を
道
路
に
捨
て

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
も
台
な
し

人
と
の
和
を
と
て
も
大

逆
に
自
分
勝
手
な
行
動
も
許
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
中
国
に
つ
い
で
書
か
れ

て
い
る
本
の
中
で
、
　
「
中
国
人

は
、
初
対
面
の
人
と
で
も
す
ぐ

仲
良
く
な
る
反
面
、
自
分
の
正

し
い
こ
と
は
あ
く
ま
で
貫
く
」

と
い
う
よ
う
な
事
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
近

所
づ
き
合
い
を
考
え
、
他
人
に

注
意
す
る
こ
と
を
と
て
も
嫌
い

ま
す
。
自
分
さ
え
ガ
マ
ン
す
れ

ぱ
い
い
と
い
っ
た
風
に
考
え
が

ち
で
す
。
人
と
人
と
の
和
を
大

切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て

も
す
ぱ
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、

社
会
ル
！
ル
に
反
し
て
い
る
こ

と
を
黙
認
す
る
の
は
ど
う
で
し

よ
・
フ
か
。

切
に
し
ま
す
」
こ
の
よ
い
面
が
、

この水はねでカメラマンもずぶぬれ

勇
気
を
出
し
て

　
　
　
　
　
注
意
を

　
ヶ
ン
カ
の
仲
裁
に
入
っ
て
殺

さ
れ
る
時
代
で
す
か
ら
、
人
に

注
意
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
．
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
勇
気

が
な
け
れ
ば
、
自
分
勝
手
な
人

を
増
や
す
だ
け
で
す
。
人
間
だ
れ

し
も
楽
な
方
に
動
き
た
い
の
が

世
の
常
だ
か
ら
で
す
。
他
人
に

注
意
す
る
場
合
は
、
集
落
の
役

員
等
に
お
願
い
す
る
こ
と
も
一

つ
の
手
で
す
。
当
事
者
同
士
で

す
と
感
情
が
む
き
出
し
に
な
り

あ
と
あ
と
ま
で
気
ま
ず
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
本
当
に
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス
で
何
ら
か
の
解
決
方
法
を

見
い
出
し
た
い
も
の
で
す
。

ウ
イ
ン
タ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
ぽ
く
ら
の
出
番

　
　
一
月
十
三
日
～
十
四
日
に
十

日
町
市
南
雲
原
で
中
越
地
区
ス

キ
ー
大
会
が
開
か
れ
、
続
い
て

一
月
十
九
日
ー
二
十
日
に
妙
高

高
原
池
の
平
で
県
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
県
大
会
で
は
二
年
生
の
樋
口

あ
け
み
さ
ん
が
十
位
に
入
り
、

二
月
三
日
～
五
日
に
鳥
取
県
大

山
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
脚
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
部

講
　
　
　
　
　
　
㌔
期
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

、
響
　
、
　
顔
・
騨
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
期

、
磁
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活

　全国大会の出場が決まった時はと

てもうれしかったです。県大会では

前の人に追いつくことだけを考えて

走りました。

　これから全国大会へ向けて、先生

から注意されたことを少しでも直せ

るよう練習したいと思います。そし

て大会では30位以内を目標にし、全

力を出してがんばりたいと思います。

　　　　　　　　　　（1月28日）

　S63．2．4樋口あけみさんは全
国大会の女子5㎞で見事33位にな

りました。

場
し
ま
し
た
。

　
中
里
中
ス
キ
ー
部
（
＋
六
名
）

は
、
現
在
一
、
二
年
生
だ
け
で
す
。

　
「
体
力
的
に
は
間
題
な
い
。

ス
キ
ー
の
滑
ら
せ
方
を
覚
え
れ

ば
県
で
上
位
を
ね
ら
え
ま
す
一

と
顧
間
の
池
田
先
生
。

　
来
年
も
ぜ
ひ
全
国
大
会
出
場

者
が
出
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

〈
成
績
〉

◎
中
越
大
会
（
十
日
町
市
南
雲
原
）

〈
男
子
十
キ
。
〉
完
走
鵬
名

　
3
0
位
富
井
貴
浩
　
二
年

　
5
5
位
　
服
部
公
彦
　
二
年

　
7
3
位
　
山
田
　
隆
　
二
年

　
8
5
位
　
斉
喜
　
直
　
一
年

〈
女
子
五
キ
。
〉
完
走
娚
名

　
5
位
樋
口
あ
け
み
二
年

　
3
5
位
　
山
田
祐
子
　
二
年

　
6
3
位
　
斎
喜
裕
貴
　
一
年

　
68
位
桑
原
智
子
　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
、
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ゴミ収集目が変ります

　　　収集表にメモをノ

昭和63年4月からごみ収集の曜日が

変更になりますのでご注意ください。

　収集地区　　　　変更前　変更後

／ll灘卜一林

｛鞭離｝土一水

囎綴嚢鋤火一木
1貝野地区1　　　　　土　→　土

1干溝　　1　　　土と月→火と木

1小原、桂｝　　　火→木

老後の健康と家族を考える

　　　　合同研修会

　　　　　　　　灘鍵

上原秀昭さん
　　　　　（上山・21歳）

ノ梅酵歌

高齢化社会を迎え一人暮らし老人、

寝たきり老人、ボケ老人など老人問題，

が深刻になってきています。母子愛育

会、婦人会、農協婦人部では合同研修

会のテーマに「老後の健康問題と家族」

を掲げて講演等を実施いたします。

寝たきり老人の介護等は、女性にと

って避けて通れない道です。ぜひ、参

加していただき、共に学ぴ共に考えま

しょう。

★日時　2月26日働　午後1時～4時

★場所　総合センター

★講演会

　テーマ　　「老後の健康問題と家族」

講　師　古藤恭生氏（津南町古藤医

　　　院院長）

入院患者の見舞い

　　　　　エチケット

1．面会時問を守ろう

　病院では、患者の治療と安静のた

め面会時間を定めています。お見舞

いは面会時間を守りましょう。

★面会時間

　平日・土曜午後3時～午後8時
　休日・祭日　午前10時～午後8時

　　　　　　　　（上村病院）
2　お見舞いの晶物に一考を

看護婦を募集
　　津南町恵福園

　お見舞いというとすぐにくだもの

を思い浮べますが、患者によっては

食事制限をしている人もおりますし、

同じ物をたくさんいただきますと、

同室の人たちに分けるなどいらぬ負

担をかけますので一考を。

3．重症息者は、症状が落着いてから

　知人が入院しますといち早く駆け

つけたいのが人情です。しかし、応

々にして患者の手当の邪魔になるこ

とがありますから注意してください。

4　お年よりには、こまめに顔を

お年よりは寂しがりやです。でき

るだけ顔を出してやってください。

医療費のお知らせ

国民健康保険係では、年4回医療費

の通知を行っています。この通知は、

医療費の実際を知っていただくととも

に、健康の大切さを認識していただく

ためにやっているものです。

　2月下旬に発送する通知は、昨年の

9月～11月に病気やケガのため国民健

康保険で治療を受けられた分です。

健康は自分自身で守りましょう。

★受験資格　中魚沼郡・十日町市に住

　　　所を有し、かつ通勤可能者

　　　で、4月1日現在40歳未満
　　　の看護婦免許取得者

★採用人員1名
★受付期間　2月25日休）まで

※必要書類・受験手続き等詳細は津

　南町恵福園まで（費65－3700）

毎月20目は農家相談目

農業委員会では、毎月20日を農家相

談日に定め、農地の売買や賃借、・農業

者年金、制度資金などの相談に応じて

います。農作業の手があくこの時期に、

これからの農業経営について考えてみ

たいものです。どんなことでもけっこ

うですから、お気軽においでください。

※相談日　毎月20日

　　　午前8時30分～午後5時
※場　所　農政課農業委員会

愚

相続登記

　　お気軽に相談を

新潟県司法書士会では、2月を「相

続登記はお済みですか」月間と定め無

料相談を実施いたしますのでご相談く

ださい。

　「自分の家を売ろうとしたとき、未

登記だった」というケースはよくあり

ます。遺産相続に関係した登記につい

てアドバイスをしますのでお気軽にお

いでください。期間は、2月1日～2

月29日までです。最寄りの司法書士事

務所へどうぞ。

詳しくは、新潟県司法書士会

　（唇025－228－1589）まで

もめごとは

　　　調停で解決を

土地・建物の問題、売掛金・貸金な

どの金銭問題、交通事故、家庭内の間

題などで困っている人は、調停制度を

ご利用ください。

調停は、裁判官と民間から選ぱれた

調停委員とのあっせんのもとで、当事

者が話し合い、互いに譲り合って円満

な解決を図るものです。

★申立て・費用　調停を利用するには、

簡単な申立て書を提出するだけです。

費用は、裁判と比べてずっと低額です。

★効力　調停が成立し、その内容を調

停調書に記載されますと、その調停調

書は一般の示談と違い判決と同じ効力

が生じますから、万一、当事者が調書

にもられている約束を守らない時は、

強制執行をすることができます。申込

みは、十日町裁判所まで（費52－2086）

申し込まれましたか

　一目一円交通災害共済

村政事務嘱託員さんを通じてすでに

申込み書が配布された、新潟県交通災

害共済に申込まれましたか。交通事故

は他人事のように考えている人が多い

です。しかし、昨年の4月から今年の

1月までに事故による共済請求件数は、

21件に及び、支払額は304万円になっ
ています。

年間たったの350円の交通災害共済

にみんなで加入しましょう。

弱為　騰

十日町少年少女

　　発明クラブ員募集

★募集人員

小学校4年生～中学校3年生約80名

★活動場所

十日町市立理科教育センター

　（十日町中学校内）

★活動日

　4月から11月までで約20回。隔週の

土曜日午後と日曜日午後。

★申し込み

　3月15日までに各学校の担任の先生

へ申し出てください。

車輔系建設機械

　運転技能講習のご案内

機体重量3トン以上のブルドーザー、

トラクターショベル、バッタホー、及

びくい打機等の運転技能講習会が実施

されますので、関係者は、お忘れなく

受講してください。

第1回目が4月4日から始まります。

日程など詳細については、建設業労働

災害防止協会新潟支部まで
（費025－285－7141）

善意をありがとう

十日町市の協立ハイバーツに

勤めて3年、若い人が多く結構

楽しくやっている。趣味はドラ

イブと野球。自分の性格は好き

嫌いがはっきりしている万。今

一番楽しいことは、会社の仲間

と飲むこと。夢は新しい車を買

って北海道を走ること。一度友

達と計画したが行けなくなって

しまったので￥ぜひ実現させた

い。理想の女性は一緒にいて飽

きない明るい人。村への要望は

野球、テニスなどのナイター設

備を作つてほしいこと。

次の善意が社会福祉協議会へ寄せら

れました。

★古切手　東京都新宿区　山田国平氏

先般社協から赤い羽根共同募金の結

果が報告されましたが、もれ落ちがあ

りましたので掲載しおわぴいたします。

堀之内　山岸巳之政氏　　10，000円

上山山田正平氏　3，000円
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★
婦
人
講
座

日
時
　
二
月
十
六
日
㈹

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
村
政
学
習
会

講
師
　
中
里
村
議
会
常
任
委
員

　
　
　
長
　
三
名

★
高
齢
者
講
座

日
時
　
二
月
二
十
二
日
㈲

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i

　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
午
前
　
タ
ラ
ブ
活
動

　
　
　
午
後
　
体
験
発
表
会

★
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

日
時
　
三
月
一
日
㈹

　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
～
九

　
　
　
時
三
十
分

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
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講
師
　
県
保
健
体
育
課
副
参
事

　
　
　
内
田
　
力
氏
（
予
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演
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域
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ー
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民
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熱
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。
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◎回図回邑図⑭
　　　　　勝　　　　　　　　　　父・羽鳥純雄　　　　　　　くん　母．　　京子（新屋敷）

　ぼくね、4月から保育園に行くんだよ。メ9ルダー
のカバン買ってもらうんだ。ぽく歌が大好き。お兄ち

ゃんと一緒にカセットに合せて歌うんだ。とっても
楽しいよ。お田さんは人から好かれる素直な子に育
ってほしいって言ってるよ。
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1り阿部昭夫
　　　　　　　　さん（新屋敷）⑭
・ワ　　悦子

，

　きっかけは……り職場の仲間と飲んでいたとき仲間の1
コ

，　　　　　人が彼女を知っていたんですよ。りそれから

，　　　　　数軒はしご酒をして最後にボーリング場に行

，　　　　　った帰り彼が家まで送ってくれたのが交際の

・　　　　　始まりです。

，交際中は……り2人で歩け歩け大会に出たり、安全運転

’　　　　　ラリーに出たりいろんなことをやりました。

’　　　　　曽友達の中には、わたしたちが歩け歩け大会
，

　　　　　で知り合ったと感違いしている人もいます。
ロ

，結婚生活は……り物事に対しはきはきしていてやりくり

，　　　　　上手で感謝しています。り子どもの面倒見が

1　　　　　とてもいいんですよ。こまめですね。

1子育てモットーは……りよいこと悪いことがわかる人間

1　　　　　に育てたい。ワ他人の痛みの分かる人になっ

’　　　　　てほしいと思っています。

，村への要望は……り若い人が集まってコミニュケーショ
民　　ンを深められるような行事を企画してほしレ、．

＆
　　よ｝》一ト｝｝｝一ト》一をトト｝一ト》一を》一》一トト

一
十
年
ぶ
・
り

　
　
　
　
鳥
追
い
復
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
地

集
落

　
「
鳥
追
い
の
楽
し
さ
を
、
今
の
子
ど

も
た
ち
に
も
教
え
た
い
」
と
重
地
集
落

の
青
年
で
組
織
す
る
若
獅
子
会
（
会
長

鈴
木
孝
栄
さ
ん
）
は
、
約
二
十
年
ぷ
り

に
鳥
追
い
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
会
員

十
四
人
が
三
日
が
か
り
で
作
っ
た
と
い

う
雪
洞
は
、
十
灯
四
方
の
大
き
な
物
で

す
。
こ
の
中
は
、
三
つ
に
仕
切
ら
れ
、

一
つ
は
昔
な
が
ら
の
ワ
ラ
火
を
燃
や
す

所
、
も
う
二
つ
は
、
天
井
に
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
張
っ
た
四
㌶
四
方
の
部
屋
に

な
っ
て
い
て
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
を

囲
ん
で
ゲ
ー
ム
な
ど
が
楽
し
め
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
若
獅
子
会
の
心
づ
く
し
の
ト
ン

汁
を
食
べ
な
が
ら
、
．
雪
壁
の
大
き
な
部

屋
と
ロ
ー
ソ
タ
の
光
り
に
「
ス
ゲ
ー
」

を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

笑顔いっぱいホットな雰囲気

　
若
獅
子
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ス
ト
ー

ブ
を
囲
み
な
が
ら
「
大
成
功
」
と
盃
を

傾
け
「
今
度
は
、
雪
上
運
動
会
だ
」
と

は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。
若
獅
子
会
は

重
地
若
い
衆
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で
集
落

の
親
睦
の
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
健
闘

し
て
い
ま
す
。

す
ぱ
ら
し
き
青
春

　
　
　
情
熱
を
傾
け
る
何
か
を

　
来
年
度
の
メ
ー
ン
事
業
に
青
年
教
育

を
掲
げ
た
社
会
教
育
課
で
は
、
二
月
一

日
、
村
内
の
若
者
十
三
人
を
集
め
「
青

年
の
集
い
」
を
開
催
。
村
の
将
来
を
担

う
青
年
の
輪
づ
く
り
と
文
化
・
教
養
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
集
い
に
参
加
し
た
若
者
た
ち
か

ら
は
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
」
　
「
道

　　「十二峠からの初目の出」
　午前4時、満天の星、凍つく寒気、里はま
だ闇の中、ほとばしる汗、十二峠より歩くこと

2時間、ようやく白むころ魚沼展望台に着く。
眼下の魚野川にそって、野も川も町も朝霧の
中、まるで山水の墨絵のようだ。

7時15分、巻機山あたりから今年最初の太陽
が昇る。ゆっくりゆっくりとそれは、なんと
もいえないとても神秘的なできごとだ。

あたり一面の新雪が一せいに輝きだす、まる
でダイヤモンドのように。そして朝やけにう
つる越後三山、谷川連峰、苗場山、そして、
妙高、火打山。采年はあなたも、ごいっしょ

にどうですか？（63年1月1臼）
　　　　　　　　溝津山の会吉楽隆志

吹
雪
な
ん
て
へ
っ
ち
ゃ
ら
さ

　
一
月
二
十
四
日
、
当
間
ス
キ
ー
場
で

村
民
ス
キ
ー
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
小
学
生
と
一
般
合
せ
て
四

十
九
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
い

に
く
朝
か
ら
雪
模
様
で
、
山
頂
で
は
時

お
り
吹
雪
き
、
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
は
今
一

つ
。
し
か
し
、
さ
す
が
中
里
っ
子
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て

い
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
こ
の
他
に
も
、
二
月
と

三
月
に
、
競
技
ス
キ
ー
教
室
と
大
会
を

実
施
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。スキーは冬の友達だ

蹴
礪
報

・飲酒運転検挙者数　0人

・無免許運転違反　　0人

・事故発生件数　　　0件

・死亡事故ゼ回　　52日
　　　　　　　（1月末）

　
昨
年
村
内
で
は
、
十
五
件
の

人
身
交
通
事
故
が
発
生
し
、
一

人
が
死
亡
し
、
十
七
人
が
ケ
ガ

を
し
ま
し
た
。
　
一
昨
年
に
比
べ

件
数
は
三
割
減
少
し
ま
し
た
が

残
念
な
こ
と
に
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
が
重
大
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
み
ん
な
で
一

声
か
け
合
っ
て
交
通
事
故
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

10

路
整
備
」
　
「
自
然
体
験
公
園
」
な
ど
ハ

ー
ド
な
面
と
「
施
設
よ
り
内
面
の
充
実

を
」
　
「
若
者
が
集
ま
れ
る
企
画
を
」
「
サ

ー
ク
ル
活
動
や
行
事
を
も
っ
と
P
R
し

て
」
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
若
者
た
ち
は
今
後

も
こ
う
し
た
話
し
合
い
の
機
会
を
重
ね

「
何
か
を
始
め
よ
う
」
と
三
月
二
日
仲

間
を
誘
い
合
っ
て
第
二
回
目
の
青
年
の

集
い
を
開
き
ま
す
ρ
中
里
村
青
年
会
の

灯
が
消
え
て
七
年
、
い
ま
新
た
な
青
年

の
灯
が
燃
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

若者の交流を進めよう

直利寛直象
幸彦佳樹霧

穂『籍飛
ロ島ロ闘＊
隆勝久敏7
響懲馨繍
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　来
溝寺蜘溝

＊
お
く
や
み
舷
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吉
楽
ヤ
逡
イ
．
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チ弘吉ミツ・子婁ン

62・

宮
、
嘩

96、

如
来
寺

62

小
出

駐
堀
之
内

雛
堀
之
内

銘
田
中

82

宮
中

86

通
り
山

秘
芋
川

会長（倉俣）

高野林作さん

　さんさ会は，今年結成9年目を迎え

ました。現在、会員は14人で、笛月2

回わたしの工場の2階で練習をしてい

ます。一昨年からわたしを含め3人の

若衆が入り、また一段と盛り上がって

います。先生には、山崎の佐藤ハナさ

んを迎え、和気合々にやっています。

　昨年は、倉俣集落主催の芸能大会に

も出場し、　「さんさ会ここにあり」と

自慢ののどを披露しました。

　今では、練習日が待ち遠しく、腹か

ら思い切り声を出しますと、気分がす

っきりとし、仕事の疲れも飛んでしま

います。一ロに趣味の会といっても長

く続けることは容易ではありません。

これからも、みんな仲良く「和」をモ

ットーに続けて行きたいと思っていま

県
広
報
コ
ン
劫
匿
謎

　
県
下
の
広
報
紙
の
で
き
ば
え

を
競
う
、
新
潟
県
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
、
広
報
な
か
さ

と
が
町
村
の
部
（
一
万
人
未
満
）

で
入
選
二
席
に
な
り
ま
し
た
。

（
特
選
一
紙
、
入
選
三
紙
）
四

年
連
続
で
入
賞
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
こ
れ
も
み
な
さ
ま
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

昭和63年2月10日セ広報噸かマ〃


